一般廃棄物収集運搬業の許可基準

平成１５年６月１日施行
１　その申請が法第７条第５項各号に適合するものであること。（詳細別紙参照）

２　申請者が自ら事業の実施するものであること。

３　市規則第８条（一般廃棄物処理業許可基準）第１項第７号で定めるその他市長が定める特記事項

（１）収集運搬車については、自己所有車を有すること（法施行規則　第２条の２第１号イ　施設に係る基準）

（２）ごみの収集運搬を行う者にあっては、産業廃棄物の収集運搬業の許可を受け、５年以上継続して業務を行っているもの（市要領　第９条第１項）

（３）個人事業者にあっては、篠山市内に住所を有すること。法人事業者にあっては篠山市に本社または支店等の事業所を有すること。（法第７条第１４項　委託の禁止）

　　　平成１１年４月１日現在許可済の市外業者においては、個人契約者との信頼関係等の理由により、平成１１年４月１日現在の事業種類に限り更新を認める。（市要領　第９条第２項）
（４）篠山市一般廃棄物処理計画に適合していること。（法　第７条第５項第２号）

（５）別に定める「一般廃棄物処理業許可にあたっての遵守事項」を遵守すること。許可に際して、許可条件を遵守する旨の誓約書を提出すること。誓約書の提出を怠るか、この許可条件に違反したときは、この許可を取り消し、または、事業の停止を命ずることがある。
※　法　・・・・・・・　廃棄物の処理及び清掃に関する法律（昭和４５年１２月２５日法律第１３７号）

※　法施行規則　・・・　廃棄物の処理及び清掃に関する法律施行規則（昭和４６年９月２３日厚生省令第３５号）

※　市規則　・・・・・　篠山市廃棄物の処理及び清掃に関する規則（平成１１年４月１日篠山市規則第１０２号）

※　市要領　・・・・・　篠山市廃棄物の処理及び清掃に関する要領（平成１６年９月３日篠山市訓令第１１号）

一般廃棄物収集運搬業許可にあたっての遵守事項

１　許可条件

（１）廃棄物の処理及び清掃に関する法律施行令（昭和４６年政令第３００号）第３条各号に規定する基準に基づき適正に行うこと。

（２）法及び篠山市廃棄物の処理及び清掃に関する規則（平成１１年４月１日規則第１

０２号）の規定に違反する行為をしたとき、並びにこの許可条件に違反したときは、

この許可を取り消し、または、事業の停止を命ずることがある。

（３）篠山市一般廃棄物処理計画に基づき収集、運搬の業務を行うこと。

（４）法第７条１５項、法施行規則第２条の５に規定する帳簿を備え、次の事項を記載し事業所ごとに備えること。また、帳簿は１年ごとに閉鎖し、その後５年間保存すること。（様式任意）

　　　　①　収集又は運搬年月日　　②　収集区域　　③　運搬方法及び運搬量

　　　　帳簿の写しを年度（４月～翌年３月）にまとめ、翌年度４月１０日までに市民生活部生活課まで提出すること。

（５）事業者と契約した時は、必ず契約書をとり交わすこと。

なお、新規契約及び契約解除等変更については、毎月市長に報告すること。

（６）法第７条の２第３項の規定に該当するときは、変更の日から１０日以内に市長に

届けなければならない。（別紙様式使用のこと）

①住所、氏名又は名称、法人にあってはこの業務を行う役員の変更

②事務所及び事業所の所在地の変更

③この事業に要する主要な施設及びこの設置場所並びに主要な構造又は規模の

変更

④業務の廃止

（７）収集、運搬のための車両は、篠山市に報告した車両以外の使用は認めない。

（８）使用車両には、会社名（個人の場合は商号）及び篠山市の指定する表示（篠山市

一般廃棄物処理業・許可車）を明記すること。

（９）篠山市清掃センターへは、事業系の一般廃棄物（事業系ごみ）、大量の一般廃棄物

（一般家庭）及び同規則第３条第１項第１号に定める処理（収集）困難物以外は搬

入しないこと。同規則第３条第１項第２号から第７号までの処理（取扱）困難物に

ついては、自らの責任において、適正な処理を行うこと。

（１０）篠山市清掃センターへは、可燃・不燃・粗大ごみを混載して搬入しないこと。

また、大型車での搬入は認めない。

（１１）篠山市清掃センターに大量及び臨時の一般廃棄物（一般家庭）及び同規則第３条

第１項第１号に定める処理（収集）困難物（一般家庭）を搬入する場合、一般家庭

の住所、氏名（印鑑要）、電話を明記したごみ収集依頼書（様式任意）を受付に提出

すること。

（１２）篠山市あさぎり苑へは、正常な運転管理された浄化槽汚泥を搬入すること。

（１３）篠山市以外で発生したごみを搬入しないこと。

（１４）新規契約については、積極的に取り組むこと。

　　　なお、計画者及びその他の許可業者とトラブルをおこさないよう注意すること。

　２　収集に関する厳守事項

　（１）ごみ容器等の破損のないよう丁寧に扱うこと。

　（２）ごみ置場及び浄化槽付近の清潔の保持に努めること。

　（３）飲食店及び食品取扱店の場合、衛生面等を考慮し収集時間の設定をすること。

　（４）段ボール、新聞、雑誌等は分別し再生資源とすること。空き缶等は分別し再生資源とすること。
　（５）他の交通に支障のないよう安全に収集すること。
　３　運搬に関する厳守事項

　（１）ごみ及び浄化槽汚泥の飛散、落下、水分の漏洩、悪臭等、周辺の住民に不快感を与えないように

すること。

　（２）交通規則を守り安全に運搬すること。

　４　処理に関する厳守事項

　（１）篠山市清掃センターで処理できる廃棄物については清掃センターに搬入するもの

とする。

　（２）篠山市清掃センター利用時間は、平日（月～金　祝日除く）の午前９時より午後

４時（11時45分から１時は除く）までする。篠山市あさぎり苑利用時間は、平日（月
～金　祝日除く）の午前８時３０分より午後４時３０分（１２時から１時は除く）
までする。両施設ともに利用時間外の搬入は認めない。

（３）ごみ及び浄化槽汚泥の搬入に際しては、係員の指示に従うこと。

　（４）処理手数料は、その都度支払うこと。ただし、申出により、月毎にまとめて支払

うことができる。

　

一般廃棄物収集運搬業許可にあたっての審査要領

　１　新規許可申請に関する事項

（１）篠山市廃棄物の処理及び清掃に関する条例（平成11年4月1日条例第134号）第６条の規定に基づく篠山市一般廃棄物処理実施計画との整合性を図るため、一般廃棄物処理業（収集運搬）の許可申請について、以下のとおり規定を定める。
　　　　①申請時期：２月１０日から３月１０日までとする。（月～金　祝日除く　８時３０分～１７時１５分）　これ以外の申請は認めない。

　　　　②審査期間：３月１１日～３月３１日の間において、審査決定する。

　　　　③審査会議：許可、不許可の決定は、審査会議で決定する。
　　　　④処分日　：処分（許可若しくは不許可）日は、４月１日とする。

　２　更新許可申請に関する事項

（１）篠山市廃棄物の処理及び清掃に関する条例（平成11年4月1日条例第134号）第６条の規定に基づく篠山市一般廃棄物処理実施計画との整合性を図るため、一般廃棄物処理業（収集運搬）の更新許可申請について、以下のとおり規定を定める。
　　　　①申請時期：許可満了の１ヶ月から許可満了の２週間前まで。（月～金　祝日除く　８時３０分～１７時１５分）　

　　　　②審査期間：許可満了の１週間前から前日までに、審査決定する。

　　　　③審査会議：許可、許可の取消若しくは停止の決定は、審査会議で決定する。　
　　　④処分日　：処分（許可の取消若しくは停止）日は、許可満了の翌日とする。

